
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ７６４ ９ ９５７ 

前 年 ８９６ １７ １，１４４ 

増 減 -１３２ -８ -１８７ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ２３０ ４ １１９ 

前 年 ２９１ １０ １４２ 

増 減 -６１ -６ -２３ 

第４号 

2020 年 

４月１６日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65 歳以上をいう 

今年に入り、滋賀県で発生した交通事故は昨年に比べ件数、死者、傷者ともに減少し

ています。亡くなられた９人のうち、６人が夜間発生の交通事故で全体の約７割となってい

ます。 

▼ 早期に危険を発見できる。（ハイビーム約１００m） 

▼ ドライバーの緊張感が保持され、漫然運転や居眠り運転の防止につながる。 

 ※ 対向車があるとき、前に車があるときは、前照灯を下向き（ロービーム）にしましょう。 

こまめにハイビームとロービームの切替えを行

い、『隠れた危険を見つける』という意識を持って

運転しましょう。 

早めにライト（前照灯）を点灯し、上手にハイビームを活用して周囲

の危険をいち早く見つけて事故防止に努めましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 18:18 

５月 18:42 

６月 19:05 

７月 19:15 

８月 18:59 

９月 18:23 

10 月 17:41 

11 月 17:02 

12 月 16:45 

１月 16:56 

２月 17:25 

３月 17:52 

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

車のライトを早めに点けて、いち早く自分の存在

を相手に知ってもらい事故防止に努めましょう。 

前照灯早め点灯の目安として日没時刻の概ね１時間位前から前

照灯を点灯して、車両の視認性やドライバーの安全意識を高め、交

通事故の防止を図りましょう。 

    

特に高速道路では、スピードが速くなる

ため停止距離も長くなります。 

渋滞で追突事故を起こさないために前方

車両と十分な車間距離をとりましょう。 

車は急には止まれません。 

 

 

景色に気をとられ

たり、車内の物をとる

ためなどに視線を前

方から反らして脇見

をしてしまうと車は 

 

渋滞を発見して低速走行や停

止する場合は、ハザードランプを

点灯し後続車に合図しましょう。

事前に情報板などで渋滞の情報

を収集することも大切です。 

思った以上に進んでいます。 
 脇見をしないで運転に集中しましょう。 

年度を通じて県民総ぐるみ運動の重点として展開しています。

自ら安全運転の模範となり、安全で安心して暮らせる滋賀をめざ

しましょう。 


